
KGIの設定について
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①世界と繋がる２つの港 「新たな時代の国際都市」へ

③ともに乗り越え育んだ絆

「いつまでも幸せを感じ、分かち合える都市」へ

②個性豊かで多様な地域の融合

「日常と非日常が交わり続ける都市」へ

幸福度指標
（自治体経営の土台）

10年後の
神戸を特徴付ける

人口指標

自然も都会も、歴史も未来も、仕事も余暇も、
安らぎも挑戦も・・・
～すべての望みに手が届くまち・神戸～

10年間の方向性

10年後の都市像

次期「基本計画」のＫＧＩの位置づけ

都市像を現すKGI（数値目標）

10年後の
神戸を特徴付ける

経済指標



ＫＧＩの全体像
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１ 経済指標
・市内総生産の成長率
・地域経済循環率

２ 人口指標
・生活関連サービス提供市街地（神戸版DID地区）比率
・社会動態（22～39歳）

３ 幸福度指標
・Well-Being指標



①神戸市の経済規模拡大⇒個人所得の向上
②他都市に依存しない自立した神戸経済圏の維持

目標値(案)： 実質GDPの成長率を１％以上(年換算)

2025年7月28日 経済財政諮問会議資料より抜粋

空港国際化、三宮再整備等の契機を活かし、人口減少時代においても新たなテクノロジーを先進的、
積極的に活用しながら、我が国全体の経済成長目標を先導する。

①経済指標

GDP年平均成長率（実質）

2011～2018（コロナ前）

日本 1.2%※
※2025速報値：0.7％（内閣府）

　～2030：0.6％（IMF推計）

神戸市 1.2%

大阪市 0.8%

京都市 0.8%

横浜市 0.5%

福岡市 1.2%

日本は生産年齢人口の減少と少子高齢化の進行より、将来的に
国内需要の減少や労働力不足、経済規模の縮小が懸念されてい
ます。国立社会保障・人口問題研究所の推計では、総人口が
2050年に1億人を下回り、さらに2070年には8700万人まで減少
すると予測されており、これがGDP総額の低下につながる要因
とされています。

検索エンジン（Google）による公開情報のAI要約
（検索ワード日本、GDP、推計、人口減少）
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①経済指標
①神戸市の経済規模拡大⇒個人所得の向上
②他都市に依存しない自立した神戸経済圏の維持

目標値(案)：地域経済循環率を100％以上

地域経済循環率
＝市内で産みだされた富（市内総生産）
市内に集まった全所得（市民総所得）

出典：（人口）総務省「2021年住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」、
（総生産額）2021年各都県市「都民・県民・市民経済計算」、
（地域経済循環率）RESAS「地域経済循環図2018年」（神戸市のみ市民経済計算（2021年）から算出）
※人口一人当たり総生産額＝総生産額÷住民基本台帳の人口（2021年1月1日時点）

循環率100％以上：近隣市にも所得を配分等（圏域の中心都市）
循環率100％以下：市外で働いて所得を得ている等（ベッドタウン）

5

地域 人口（人）
総生産額

（億円）

一人当たり

総生産額（万円）

地域経済

循環率

東京都 13,843,525 1,144,195 826.5 152.8%

川崎市 1,521,562 61,701 405.5 85.1%

横浜市 3,759,939 146,676 390.1 80.7%

さいたま市 1,324,589 48,234 364.1 81.8%

名古屋市 2,300,949 139,348 605.6 118.5%

大阪市 2,739,963 201,577 735.7 142.5%

神戸市 1,526,835 70,587 462.3 100.9%

京都市 1,400,720 66,476 474.6 101.4%

西宮市 484,204 14,154 292.3 73.1%

福岡市 1,562,767 78,277 500.9 105.8%



地域が築いてきた既存インフラや特性を最大限に活かし、持続可能な発展を進めることで、理想のライフ
スタイルが実現できる居住地として選ばれる都市であり続けるための土台を創る。

①人口減少時代においても、持続可能でバランスのよい人口配置
②いつまでも住み続けたいと思えるまち、選ばれる都市

目標値(案)：生活関連サービスを提供する市街地(DID地区※)の比率を維持

②人口指標

2020年

29.22%

1980年
1960年

DID（Densely Inhabited District）地区
周辺地域に対して様々な生活関連サービスを提供する市街地
（国土交通省、国土審部会より）

市区町村の区域内で人口密度が4,000人/km2以上の基本単位区（国勢調査）
が互いに隣接して人口が5,000人以上となる地区
（但し「都市的地域」を表すことから、隣接する学校や店舗、工場等敷地も条件によっ
て含める場合がある）

※今後神戸市独自版指標の設定を検討
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人口減少に伴い都市間の移動が縮小する中にあっても、就職や子育て等のライフイベントを契機に転居
することが多い22～39歳の世代について社会動態の転出超過を解消し、移住・定住の促進を図る。

目標値(案)：社会動態（22～39歳）の転出超過解消

①人口減少時代においても、持続可能でバランスのよい人口配置
②いつまでも住み続けたいと思えるまち、選ばれる都市②人口指標
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過去3年（2022,2023,2024）の社会移動数合算値
年平均：▲664
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③幸福度指標

目標値(案) ： Well-Being指標
幸福度：6.5以上、生活満足度：7.0以上（2025年神戸市実績）

①  地域幸福度（Well-Being）指標  

（デジタル庁、（一社）SCI-Japan） 

医療・福祉、買い物・飲食、雇用・

所得、自然の恵みなど 24 分野につい

てアンケートによる主観データとオー

プンデータによる客観データを取得

し、「幸福度」「生活満足度」を可視

化。 

●Well-Being指標の概要
・国の「デジタル田園都市国家構想」のもと、デジタル庁が活用を促進⇒国が指標を自動更新
・総合指標（幸福度、生活満足度）を最上位に置き、その要因を主観・客観両指標から分析
・主観・客観指標は自治体の政策分野を網羅し、分野別に偏差値で表示（実施計画のKPIとして活用可能）

・どの程度幸せか（幸福度）
・住んでいる地域の暮らしにどの程度満足しているか（生活満足度）
等の４～５項目を０～10点でアンケート回答⇒平均値を指標化

・どの程度幸せか（幸福度）
・住んでいる地域の暮らしにどの程度満足しているか（生活満足度）
等の４項目を０～10点でアンケート回答⇒平均値を指標化
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Well-Being指標の活用促進（骨太方針）

【経済財政運営と改革の基本方針2024】（抜粋）
「２．豊かさと幸せを実感できる持続可能な経済社会に向けて
・・・意欲のある人が年齢・性別にかかわらず、「人への投資」などを通じて、自由で柔軟に活躍で
きる社会を構築する。さらに、若者が安心して結婚・出産・子育てに取り組めるよう若年世代の
所得向上を図るとともに、健康意識の向上を図り、自らのキャリア設計の下で希望に応じて働くこ
とで生涯所得を拡大させ、潜在的な支出ニーズを顕在化させていく。こうした「賃金と物価の好
循環」や「成長と分配の好循環」の拡大・定着を通じて、希望あふれるWell-Beingの高い
社会の実現を目指す。」

「４．改革推進のためのEBPM強化
・・・客観指標と主観指標を併用し経済成長や政策効果を多面的に評価するなど、行政にお
けるWell-Being 指標の活用を促進するとともに、当該指標と各種政策との関係性を整理す
る。次世代の社会生活や価値観の変化を反映させた経済指標を検討し、将来的なSNA国際
基準への反映や社会実装も見据えた取組を推進する。」



（2025年神戸市実績）
n＝1,070

（参考）Well-Being指標【総合指標】

①どの程度幸せか（幸福度）

②地域の暮らしにどの程度満足しているか（生活満足度）

を０～10点でアンケート回答⇒平均値を指標化
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（１）生活環境（16分野）

（参考）Well-Being指標【主観指標】
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（２）地域の人間関係（２分野） （３）自分らしい生き方（６分野）

（参考）Well-Being指標【主観指標】
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（参考）Well-Being指標【客観指標】
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（参考）Well-Being指標【客観指標】
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（参考）Well-Being指標【客観指標(内訳)】
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（参考）Well-Being指標【客観指標(内訳)】


